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LINEやインターネットの安心安全な利用に向けて

ヒト

ネットコミュニケーション
における安全

社会
不正利用防止の仕組み
（24h7dモニタリング対応、
通報窓口の設置、
年齢情報を用いた機能制限
など）

学校での講演や
ワークショップ授業による
情報モラルの啓発活動

法律やルール
（LINEの自主的な判断
による運用面での規制、
業界団体を通じた
取り組みなど）

インターネットを“安全に”利用できる環境を整える

シス
テム



01 リテラシー向上のための啓発活動や相談対応

青少年のネット利用実態の把握を目的

とした大規模調査（2016年から実施）

• 全国の学校や地方公共団体から申し込みを受

け、青少年の健全なインターネット利用を啓

発する講演活動を無料で実施しています。

∟ 専門講師を派遣し、子どもたちにはインターネットやSNSにおけ

るコミュニケーションの特徴や利用時の注意点を、保護者・教職

員の皆さまには子どもたちをトラブルから守るためのポイントを

伝えています（2019年時点で累計約10,000回以上実施）。

• 情報モラル・情報リテラシーの啓発活動の強

化やネットトラブル防止を目的に、自治体や

専門家と協力しながら、青少年のネット利用

についての調査研究を自ら実施しています。



01 リテラシー向上のための啓発活動や相談対応

https://linecorp.com/ja/safety/

• LINE Safety Center「LINEの安心安全ガイド」にて、禁止されている行為など投稿に関する

ルールや利用上の注意点を分かりやすくまとめ、周知しています。



01 リテラシー向上のための啓発活動や相談対応

• 文部科学省や地方公共団体と協力し、

いじめをはじめとする子ども向けの

悩み相談事業を継続的に展開してい

るほか、2020年には（一財）全国S

NSカウンセリング協議会、（一社）

全国心理業連合会と連携し、誹謗中

傷により精神的なダメージを受けた

方を対象とした無料のLINE相談窓

口を開設しています。

LINE相談窓口「SNS誹謗中傷等の心のケア相談」

（2020年8月4日～8月19日開設）



02 削除に関するポリシーの明示

• 誹謗中傷をはじめとするサービス上において禁止する行為、また、禁止行為が行われた場合の対応

などについて、利用規約において明確にしています。

LINE 利用規約 （抜粋）

13.4. 過度に暴力的な表現、露骨な性的表現、児童ポルノ・児童虐待に相当する表現、人種、国籍、信条、性別、社会的身分、門地等に

よる差別につながる表現、自殺、自傷行為、薬物乱用を誘引または助長する表現、その他反社会的な内容を含み他人に不快感を与える

表現を、投稿または送信する行為

14.2. 当社は、お客様が以下のいずれかに該当する場合または該当するおそれがある場合、あらかじめお客様に通知することなく、本

サービスの全部または一部の利用の停止、アカウントの停止または削除、本サービスに関するお客様と当社との間の契約（本規約に基

づく契約を含みます。以下同じ。）の解除その他の当社が必要かつ適切と合理的に判断する措置を講じることができます。

(1) 適用のある法令または本規約もしくは個別利用条件に違反した場合

(2) 反社会的勢力の構成員またはその関係者である場合

(3) 風説の流布、偽計、威力その他の不正な手段を用いて当社の信用を毀損する場合

(4) 差押え、仮差押えもしくは競売の申立てを受けた場合、または破産手続開始、民事再生手続開始もしくはこれらに類する手続の開始

の申立てがあった場合その他お客様の信用不安が発生したと当社が合理的に判断した場合

(5) (1)から(4)までに定めるもののほか、お客様との信頼関係が失われた場合その他お客様への本サービスの提供が適切でないと当社が

合理的に判断した場合



03 透明性の確保

https://linecorp.com/ja/security/transparency/top

• LINE Transparency Reportにて、違反投稿への対応状況・ユーザからの削除申告への対応状況

を公開しています。



03 透明性の確保

https://linecorp.com/ja/security/moderation/2019h2

違反投稿への対応 ユーザからの削除申告への対応

https://linecorp.com/ja/security/removal/2019



04 業界団体への主体的参画

https://smaj.or.jp/news/pressrelease_20200526.pdf

緊急声明の発出 官民連携啓発キャンペーン

https://no-heart-no-sns.smaj.or.jp/

• 法務省⼈権擁護局及び総務省と共同で、官民連携による啓発
キャンペーン「#NoHeartNoSNS」をスタート

• 「ハートがなけりゃSNSじゃない︕」をスローガンに、SNSの
より良い利用環境実現に向け、関係団体と連携を図りながら活
動展開

• ソーシャルメディア上の名誉毀損や侮辱等を意図したコンテン
ツの投稿行為等に対する緊急声明



連携
モニタリング

(24時間365日)

お問い合わせ
窓口

05 モニタリングおよびお問い合わせ体制の充実

• ユーザからの通報およびAIによる自動検知に基づき、ガイドライン違反の可能性があるコンテンツ

を、スタッフがすべて目視で確認・判断しています。

• お問い合わせフォームを通じたコンテンツの削除依頼については、対象となるコンテンツや本人で

あるかどうかを確認し、モニタリングと連携しながら、迅速な対応に努めています。



06 AIを活用した誹謗中傷への対応強化

• ガイドラインに違反する可能性があるテキストを投稿しようとする場合、投稿前に事前に検知し、

ユーザに対して警告を通知する機能の開発を進めています。

• 警告ポップアップにより再考を促し、勢いに任せた投稿が公開されることを未然に防ぐなど抑止力

となることを企図しています。

• 2021年上半期にタイムラインへ、2021年下半期には他サービスへの実装を目指しています。

ユーザに対する警告 イメージ




